
 

 

 

１．聞こえない・聞こえにくいってどんなこと？ 

２．聞こえない人への支援  

３．コミュニケーション方法 

４．盲ろう者に対する支援 

５．手話通訳者・要約筆記者の派遣依頼 

６．盲ろう者向け通訳・介助員の派遣依頼 

  

 
 

 

支 援 者 向 け 

 

 2. もし、災害が起きたら…
 

 

 

 

あわてず、まず自分の身を守る 

    頭を落下物から守る 

    

 

 

 

 

     

 

 

 

 

火の元の確認  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

頭
を
守
ろ
う 

 

揺れが止まった 
火をとめよう 

ガラスが
落ちて 

くるかも
しれない 

地 震 

原村 

 

原村緊急メール配信サービス 

https://www.vill.hara.nagano.jp/docs/1084.html 

伊那市 伊那市地域安心安全メール 

ＰＣhttp://www.inacity.jp/bohan_bosai_kinkyu/bosai_bohan/anshinanzenmail.html 

携帯 http://www.inacity.jp/smph/bohan_bosai_kinkyu/bosai_bohan/anshinanzenmail.html 

飯田市 飯田市いいだ安全・安心メール 

http://www.city.iida.lg.jp/soshiki/8/iidamail1.html 

宮田村 宮田村防災安全情報メール 

宮田村ＨＰ http://www.vill.miyada.nagano.jp/ 

 
 
◆ 長野県防災気象メール entry@mail.sabo-nagano.jp 

    上記アドレスにメールを送信し、返信メールに記載された 

  登録用 URL にアクセスして登録する。 
 
 

◆ 耐震診断と補助金制度 

  耐震改修促進法の改正（平成 25年 

 11 月 25日施行）により、昭和 56年 

5 月 31日以前に建てられた木造住宅は、 

耐震診断の対象となります。耐震診断は 

無料です。 

 耐震補強工事は、市町村から補助金が 

あります。詳細は、居住地の市町村に 

お問い合わせください。  

 

 

       

  
 

 

２. 聞こえない人への支援 

1. 聞こえない・聞こえにくいってどんなこと？ 

 

地域社会では、聴覚障害者も一緒に生活をしています。災害時に

は、聞こえない事で、多くの困難が起きがちです。まず、音声での

災害情報がわからず速やかな避難ができません。避難所でも、音声

情報が聞こえないと、状況判断ができず適切な行動がとれないばか

りか、外見だけでは聞こえない事がわからないので、誤解を受けて

人間関係を損ねることもあります。 

 

 

 

 

避難所では、聞こえない事を自ら示している場合があります。

困っていたり、情報に気が付かなかったりという様子が見られた

ら、ご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分から聞こえない事を伝えない 

聴覚障害者もいるので、プラカード 

などで、避難所に聴覚障害者がいる 

かどうか確認してください。 

 

 

   
 

（耳マーク） 
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は、聞こえない事で、多くの困難が起きがちです。まず、音声での

災害情報がわからず速やかな避難ができません。避難所でも、音声

情報が聞こえないと、状況判断ができず適切な行動がとれないばか

りか、外見だけでは聞こえない事がわからないので、誤解を受けて

人間関係を損ねることもあります。 

 

 

 

 

避難所では、聞こえない事を自ら示している場合があります。

困っていたり、情報に気が付かなかったりという様子が見られた

ら、ご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分から聞こえない事を伝えない 

聴覚障害者もいるので、プラカード 

などで、避難所に聴覚障害者がいる 
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（耳マーク） 

－ 14 － － 15 －
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1. 聞こえない・聞こえにくいってどんなこと？

2. 聞こえない人への支援

※実際のマークは緑色です
（聴覚障害者災害時目印ステッカー）



（１）情報を伝えてください 
  
・警報・行政の防災無線・広報車の 

呼びかけ等を伝えてください。聴 

覚障害者の家がわかれば、直に筆 

談等で伝えてください。 

夜間で就寝中の時でも、命に関わる緊急情報であれば、ガラ

スを割ってでも屋内に入り確実に伝えることが必要です。 

   救助活動の際も、自分から助けを呼べず、救助者の呼びかけ

も聞こえないので、屋内まで見て安否を確認してください。 

 ・避難所での大事な音声情報は、「後で」ではなく「その時に」確

実に伝えてください。 

 ・大事なお知らせは紙に書いて、よく見える所に掲示してくださ

い。 
 
 
（２）代わりに電話をかけてください 
  

頼まれたときは、代わりに電話を 

かけてください。伝えたい内容を確 

認し、電話相手に伝え、電話相手か 

らの話も書いて伝えてから、電話を 

切るようにしてください。 

 
（３）手話通訳や要約筆記が必要かどうか確認してください 
 
    市町村では、聴覚障害者のコミュニケーション支援のため  

手話通訳者、要約筆記者を派遣する制度があります。平常  

時は、居住地の福祉担当課が窓口です。もしも派遣を希望  

していたら、居住地の福祉担当課へ、本人に代わってご連絡く

ださい。 

(Ｐ20-参照) 

 

 

 

 

聴覚障害者 市町村福祉課 手話通訳者 
依頼 依頼 

派遣 

東御市 東御市メール配信＠とうみ 

ＰＣ http://www.city.tomi.nagano.jp/shisei_info/2176/kinkyu_mail/00476.html 

携帯 http://www.city.tomi.nagano.jp/i/mailAtomi.html 

小諸市 小諸市浅間山倶楽部ポータルサイト 

http://asamayama.info/ 

佐久市 佐久市情報配信サービス「さくネット」 

ＰＣ http://www.city.saku.nagano.jp/kurashi/iza/sakunet.html 

携帯 http://www.city.saku.nagano.jp/smph/kurashi/iza/sakunet.html 

安曇野市 安曇野市メール配信サービス 

https://www.city.azumino.nagano.jp/soshiki/4/85.html 

松本市 松本市松本安心ネット 

http://www.city.matsumoto.nagano.jp/kurasi/bosai/index.html 

塩尻市 塩尻市緊急メールしおじり 

塩尻市ＨＰ http://www.city.shiojiri.nagano.jp/index.html 

岡谷市 岡谷市緊急メールサービス「メール配信＠おかや」 

岡谷市ＨＰ http://www.city.okaya.lg.jp/ 

諏訪市 諏訪市防災メール 

諏訪市ＨＰ http://www.city.suwa.lg.jp/www/index.jsp 

茅野市 茅野市防災気象情報 

ＰＣ http://www.u-kisho.jp/chino/ 

携帯 http://www.u-kisho.jp/chino/mobile/index.php 

御代田町 御代田町みよたメール配信サービス 

http://www.town.miyota.nagano.jp/category/bousai/2509.html 

 
 
 

◆住民向け防災情報提供サービス 

 自治体がメール等により実施していますので、事前に登録しておき 

 ましょう。 
                      （平成 29 年 2 月現在） 

長野市 長野市防災情報ポータル 

http://nagano-bousai.jp/index.html 

須坂市 須坂市防災防犯メール 

ＰＣ http://www.city.suzaka.nagano.jp/contents/melmaga/ 

携帯 http://www.city.suzaka.nagano.jp/i/i_kinkyuadd.php 

中野市 中野市すぐメール 

http://www.city.nakano.nagano.jp/docs/2015080400075/ 

千曲市 千曲市メール配信サービス 

https://chikuma.mail-dpt.jp/ 

大町市 大町市緊急情報メール配信サービス 

http://mm2.city.omachi.nagano.jp/ 

飯綱町 飯綱町メール配信サービス 

https://mail.cous.jp/iizunatown/ 

信濃町 信濃町緊急メール情報メール 

信濃町ＨＰ http://www.town.shinano.lg.jp/ 

上田市 上田市メール配信サービス 

http://www.city.ueda.nagano.jp/joho/shise/koho/mail/index.html 

上田市携帯サイト http://www.city.ueda.nagano.jp/mobile/index.html 

 

 

 

3. コミュニケーション方法 

 
聴覚障害者の聞こえの状況は、一人ひとり違います。音がゆが

んで聞こえたり、高い音・低い音だけが聞こえる等、単に大きな

声で話せばよいわけではありません。下記の方法を参考に、様々

な方法を使って、聴覚障害者の反応を見ながらコミュニケーショ

ンすることが大切です。 

（１）筆談 

・文章は短く、簡潔に書く。       

・「いつ」「どこで」など、箇条書きに 

 すると伝わりやすくなります。 
（２）口話（こうわ）・読話（どくわ） 

聴覚障害者は、相手の口の形を見て話の 
内容をつかもうとするので、はっきり口を 
開けて、普段より少しゆっくり話してくだ 
さい。「わ・た・し・の、な・ま・え・は」 
のように、ゆっくり過ぎ・区切り過ぎは、 
逆にわかりづらくなります。「食事が／届き 
ました」のように、文節ごとに区切って話してください。 

（３）身振り手振り 

  ・動作や自分なりに工夫した身振りでも通じることがあります。 

 ・表情をつける。 

 ・方向や対象物を指さす。 

 ・数字を指で表わす。          
（４）手話 

◆ 補聴器使用者への配慮 

  補聴器や人工内耳を使っている人は、周りに騒音があると聞こ

えにくくなりますので、静かな環境で１対１で話す等配慮が必要

です。 

補聴器さえあれば、全ての音や言葉が聞き取れるわけではない

ので、声だけでなく筆談や身振りも合わせて使うとより伝わるで

しょう。 
  

－ 16 －

支
援
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け
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頼まれたときは、代わりに電話を 
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https://chikuma.mail-dpt.jp/ 
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信濃町ＨＰ http://www.town.shinano.lg.jp/ 
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４．盲ろう者に対する支援 
 

 

(１) 盲ろう者とは 

視覚と聴覚の両方に障害をもつ人のことです。 

視覚と聴覚の障害状況によって以下の４つに分けられます。 

全盲ろう 

（全く見えず、全く聞こえない） 

全盲難聴 

（全く見えず、少し聞こえる） 

弱視ろう 

（少し見えて、全く聞こえない） 

弱視難聴 

（少し見えて、少し聞こえる） 

 

(２) 盲ろう者のコミュニケーション方法 

障害の状態や盲ろうになるまでに修得した技能により、盲ろ

う者それぞれが使用するコミュニケーション方法は異なります。 

 使用する感覚 

触る 見る 聞く 

手 話 を も と に 触 手 話

しょくしゅわ

 弱 視

じゃくし

手話

しゅわ

・接 近

せっきん

手話

しゅわ

 
 

指文字をもとに 

ローマ字式 

指文字 

  

日本語式指文字  

点 字 を も と に 
指点字 

点字筆記 

  

文 字 を も と に 手書き文字 文字筆談  

音 声 を も と に   音声 

 

 

 

 

＜触手話＞           ＜指点字＞ 

     手話の手形を触って読み取る。    

 
 

両手の人差し指・中指・薬指を 
点字の６点に置き換え点字を打つ。 

(３) 避難場所や連絡方法の確認 

 ・家族が離ればなれになった時の 

連絡方法や避難場所を確認して 

おく。 

・家から避難場所までの下見をしておく。 

 

 

(４) 非常持ち出し品の用意 

・必要なものがそろっているかを 

 チェックする。(裏表紙参照)  

 ・年に１回は保存状態を点検し、 

使用期限を過ぎた物は交換する。 

 

 

(５) 家の中の安全対策 

・ガラスに飛散防止シートを貼る。 

 ・タンスや書棚等に転倒防止器具を 

取り付ける。 

 ・できるだけ寝室に家具を置かない。 

 

 

(６) 住宅用火災警報器の設置 

住宅用火災警報器は、一般家庭に 

設置が義務付けられています。 

聴覚障害者のために、光の点滅や 

振動でわかる警報器があります。 

日常生活用具として給付してもらえる 

場合があります。市町村の福祉担当課 

に問い合わせて下さい。 

 

 

 

1. 日ごろの備え   

 

(１) 地域との交流・防災学習会への参加 

   

 近所の皆さんに、聞こえない 

ことについて理解を広めることが 

大切です。 

地域の防災訓練・学習会などに 

積極的に参加し、知識を得ておき 

ましょう。 

参加する時には、手話通訳者や 

要約筆記者の派遣を依頼しましょう。 

 

(２) 防災について話し合い 

 

  いざという時に落ち着いて 

行動できるよう、避難場所・ 

連絡方法などを話し合ってお

きましょう。 

 大切なことは、紙に書いて見

えるところに貼っておきまし

ょう。 

 

 

 

 

  

(３) 私たちにできる支援 
 

視覚と聴覚の両方に障害があるため、災害の状況がわかりま

せん。盲ろう者は一人ひとりコミュニケーションの方法が大き

く異なるので、日ごろから、災害が起こった時の情報伝達や避

難誘導を、誰が、どのように行なうのか、本人と話し合ってお

きましょう。避難所では、必要な情報を本人に合った方法で伝

え、確実に伝わっているか、常に配慮しましょう。 
 

(４) あなたにもできること 

 ＜声をかけるとき＞ 

  ・盲ろう者にそっと肩や手に触れ、 

まず自分の名前を盲ろう者の手の 

ひらにやさしく書いてください。 

  ・文章は、短く簡潔に「いつ」「どこで」 

   など箇条書きにするとわかりやすい 

   でしょう。 

   ・見えなく聞こえないので、大事な情報も 

   入りません。積極的に話しかけ情報を教えてください。 

  ・盲ろう者に、話の内容が伝わっているのか表情などで確認 

   してください。伝わっていないときは、言い直したり、 

    さらに説明を加えてみましょう。 

 

 ＜介助について ＞ 

  ・盲ろう者は一人で歩くことが 

できません。自分の肩または 

手にそっと盲ろう者の手をの 

せ、ゆっくりと移動の介助を 

お願いします。 

  ・盲ろう者は周りの様子がわか 

りませんので、とても不安で 

す。周りの状況を教えてあげ 

てください。    
    
  

 
 

－ 18 －

支
援
者
向
け

－ 19 －

4. 盲ろう者に対する支援



４．盲ろう者に対する支援 
 

 

(１) 盲ろう者とは 

視覚と聴覚の両方に障害をもつ人のことです。 

視覚と聴覚の障害状況によって以下の４つに分けられます。 

全盲ろう 

（全く見えず、全く聞こえない） 

全盲難聴 

（全く見えず、少し聞こえる） 

弱視ろう 

（少し見えて、全く聞こえない） 

弱視難聴 

（少し見えて、少し聞こえる） 

 

(２) 盲ろう者のコミュニケーション方法 

障害の状態や盲ろうになるまでに修得した技能により、盲ろ

う者それぞれが使用するコミュニケーション方法は異なります。 

 使用する感覚 

触る 見る 聞く 

手 話 を も と に 触 手 話

しょくしゅわ

 弱 視

じゃくし

手話

しゅわ

・接 近

せっきん

手話

しゅわ

 
 

指文字をもとに 

ローマ字式 

指文字 

  

日本語式指文字  

点 字 を も と に 
指点字 

点字筆記 

  

文 字 を も と に 手書き文字 文字筆談  

音 声 を も と に   音声 

 

 

 

 

＜触手話＞           ＜指点字＞ 

     手話の手形を触って読み取る。    

 
 

両手の人差し指・中指・薬指を 
点字の６点に置き換え点字を打つ。 

(３) 避難場所や連絡方法の確認 

 ・家族が離ればなれになった時の 

連絡方法や避難場所を確認して 

おく。 

・家から避難場所までの下見をしておく。 

 

 

(４) 非常持ち出し品の用意 

・必要なものがそろっているかを 

 チェックする。(裏表紙参照)  

 ・年に１回は保存状態を点検し、 

使用期限を過ぎた物は交換する。 

 

 

(５) 家の中の安全対策 

・ガラスに飛散防止シートを貼る。 

 ・タンスや書棚等に転倒防止器具を 

取り付ける。 

 ・できるだけ寝室に家具を置かない。 

 

 

(６) 住宅用火災警報器の設置 

住宅用火災警報器は、一般家庭に 

設置が義務付けられています。 

聴覚障害者のために、光の点滅や 

振動でわかる警報器があります。 

日常生活用具として給付してもらえる 

場合があります。市町村の福祉担当課 

に問い合わせて下さい。 

 

 

 

1. 日ごろの備え   

 

(１) 地域との交流・防災学習会への参加 

   

 近所の皆さんに、聞こえない 

ことについて理解を広めることが 

大切です。 

地域の防災訓練・学習会などに 

積極的に参加し、知識を得ておき 

ましょう。 

参加する時には、手話通訳者や 

要約筆記者の派遣を依頼しましょう。 

 

(２) 防災について話し合い 

 

  いざという時に落ち着いて 

行動できるよう、避難場所・ 

連絡方法などを話し合ってお

きましょう。 

 大切なことは、紙に書いて見

えるところに貼っておきまし

ょう。 

 

 

 

 

  

(３) 私たちにできる支援 
 

視覚と聴覚の両方に障害があるため、災害の状況がわかりま

せん。盲ろう者は一人ひとりコミュニケーションの方法が大き

く異なるので、日ごろから、災害が起こった時の情報伝達や避

難誘導を、誰が、どのように行なうのか、本人と話し合ってお

きましょう。避難所では、必要な情報を本人に合った方法で伝

え、確実に伝わっているか、常に配慮しましょう。 
 

(４) あなたにもできること 

 ＜声をかけるとき＞ 

  ・盲ろう者にそっと肩や手に触れ、 

まず自分の名前を盲ろう者の手の 

ひらにやさしく書いてください。 

  ・文章は、短く簡潔に「いつ」「どこで」 

   など箇条書きにするとわかりやすい 

   でしょう。 

   ・見えなく聞こえないので、大事な情報も 

   入りません。積極的に話しかけ情報を教えてください。 

  ・盲ろう者に、話の内容が伝わっているのか表情などで確認 

   してください。伝わっていないときは、言い直したり、 

    さらに説明を加えてみましょう。 

 

 ＜介助について ＞ 

  ・盲ろう者は一人で歩くことが 

できません。自分の肩または 

手にそっと盲ろう者の手をの 

せ、ゆっくりと移動の介助を 

お願いします。 

  ・盲ろう者は周りの様子がわか 

りませんので、とても不安で 

す。周りの状況を教えてあげ 

てください。    
    
  

 
 

－ 18 － － 19 －

支
援
者
向
け



 
 
 

市町村の福祉担当課に手話通訳者・要約筆記者を派遣してほ

しいと連絡します。災害の状況が大きく市町村の福祉課に依頼

できない場合は、下記の機関にお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

長野県では、重度の盲ろう者（障害者手帳の障害等級が視

覚と聴覚双方とも４級以上で総合１級）にコミュニケーショ

ンと移動の支援を行なう「通訳・介助員」を派遣しています。 

 (平成 28 年度) 

   避難所等に盲ろう者がいた場合、通訳・介助員の派遣を希

望する場合は、長野県聴覚障害者協会へご連絡ください。 

社会福祉法人長野県聴覚障害者協会 
TEL０ ２ ６ － ２ ９ ５ － ３ ６ １ ２ FAX ０ ２ ６ － ２ ９ ５ － ３ ６ １ ０ 

E メール : syanadek@mx2.avis.ne.jp 

 
 

 

長野県聴覚障がい者情報センター

長野県健康福祉部障がい者支援課

026-295-3530

026-235-7103

北信保健福祉事務所福祉課

上田保健福祉事務所福祉課

佐久保健福祉事務所福祉課

大町保健福祉事務所福祉課

松本保健福祉事務所福祉課

shuwa-kitasazumi@pref.nagano..lg.jp

shuwa-matumoto@pref.nagano..lg.jp

shuwa-kiso@pref.nagano..lg.jp

shuwa-suwa@pref.nagano..lg.jp

0261-23-6508

電　　話 Ｆ Ａ Ｘ Ｅメール

info@nagano-choujou.com

shuwa-nagano@pref.nagano.lg.jp

伊那保健福祉事務所福祉課

飯田保健福祉事務所福祉課

0263-40-1803

0264-24-2350

0266-57-2963

0265-76-7033

0265-53-0474

0266-57-2911

0265-76-6811

0265-53-0412

0264-25-2219

shuwa-kamiina@pref.nagano..lg.jp

shuwa-shimoina@pref.nagano..lg.jp

0267-63-3143

0263-40-1914

026-295-3567

026-234-2369

0269-63-2934

0268-23-1973

0261-23-6509

0267-63-3110

0269-62-3604

0268-25-7123

木曽保健福祉事務所福祉課

諏訪保健福祉事務所福祉課

shuwa-hokusinn@pref.nagano..lg.jp

shuwa-Josho@pref.nagano..lg.jp

shuwa-saku@pref.nagano..lg.jp

５．手話通訳者・要約筆記者の派遣依頼 

６．盲ろう者向け通訳・介助員の派遣依頼 

－ 20 －

支
援
者
向
け

5. 手話通訳者・要約筆記者の派遣依頼

6. 盲ろう者向け通訳・介助員の派遣依頼

（平成 28年度現在）

0267-63-3143

0263-40-1914

026-295-3567

026-234-2369

0269-63-2934

0268-23-1973

0261-23-6509

0267-63-3110

0269-62-3604

0268-25-7123

木曽保健福祉事務所福祉課

諏訪保健福祉事務所福祉課

shuwa-hokusin@pref.nagano.lg.jp

shuwa-josho@pref.nagano.lg.jp

shuwa-saku@pref.nagano.lg.jp

伊那保健福祉事務所福祉課

飯田保健福祉事務所福祉課

0263-40-1803

0264-24-2350

0266-57-2963

0265-76-7033

0265-53-0474

0266-57-2911

0265-76-6811

0265-53-0412

0264-25-2219

shuwa-kamiina@pref.nagano.lg.jp

shuwa-shimoina@pref.nagano.lg.jp

電　　話 Ｆ Ａ Ｘ Ｅメール

info@nagano-choujou.com

shuwa-nagano@pref.nagano.lg.jp

shuwa-kitaazumi@pref.nagano.lg.jp

shuwa-matsumoto@pref.nagano.lg.jp

shuwa-kiso@pref.nagano.lg.jp

shuwa-suwa@pref.nagano.lg.jp

0261-23-6508

 

長野県聴覚障がい者情報センター

長野県健康福祉部障がい者支援課

026-295-3530

026-235-7103

北信保健福祉事務所福祉課

上田保健福祉事務所福祉課

佐久保健福祉事務所福祉課

大町保健福祉事務所福祉課

松本保健福祉事務所福祉課

 
 
 

市町村の福祉担当課に手話通訳者・要約筆記者を派遣してほ

しいと連絡します。災害の状況が大きく市町村の福祉担当課に

依頼できない場合は、下記の機関にお問合せください。 

 

  

長野県では、重度の盲ろう者（身体障害者手帳の障害等級

が視覚と聴覚双方とも４級以上で総合１級）にコミュニケー

ションと移動の支援を行う「通訳・介助員」を派遣していま

す。(平成 28 年度現在) 

   避難所等に盲ろう者がいた場合、通訳・介助員の派遣を希

望する場合は、長野県聴覚障害者協会へご連絡ください。 

社会福祉法人長野県聴覚障害者協会 
TEL０ ２ ６ － ２ ９ ５ － ３ ６ １ ２ FAX ０ ２ ６ － ２ ９ ５ － ３ ６ １ ０ 

E メール : syanadek@mx2.avis.ne.jp 

 

６．盲ろう者向け通訳・介助員の派遣依頼 

－20－ 

５．手話通訳者・要約筆記者の派遣依頼 



     お 願 い 

 

私は耳が不自由です。 

通訳が必要なので、下記に電話をして下さい。 

 

 

 

   

 

 

 

氏        名  

住        所  

聴覚障害種類 ろう ・ 難聴 ・ 中途失聴 ・ 盲ろう 

市町村         課 

ＴＥＬ       ＦＡＸ 

Ｅメール 

        目   次 
 

＜聞こえない人向け＞ 

1．日ごろの備え                        ２～ ６ 

2．もし、災害が起きたら          ７～12 

3．避難所で、どのように行動するか      13 

 ＜支援者向け＞  

１．聞こえない・聞こえにくいってどんなこと？     15 

２．聞こえない人への支援         15～16 

３．コミュニケーション方法                  17 

４．盲ろう者に対する支援                 18～19 

５．手話通訳者・要約筆記者の派遣依頼          20 

６．盲ろう者向け通訳・介助員の派遣依頼     20 

                                 

                                 

 

                  

コミュニケーション手段 
手話通訳者 ・ 要約筆記者 

盲ろう者向け通訳・介助員 

発 行 日  ２０１７年  月  日 
発 行   長野県聴覚障がい者情報センター 
編 集   社会福祉法人長野県聴覚障害者協会 

     長野県中途失聴・難聴者協会   
ながの盲ろう者「りんごの会」 
長野県手話通訳士協会 
長野県手話通訳問題研究会 
長野県手話サークル連絡会議 
長野県要約筆記連絡会 

イラスト  畑中 喜代子  

お 願 い

3　　25



 
＜非常品持ち出し品チェックリスト(例)＞ 

 
  非常持ち出し品は家族構成を考えて必要なものを用意し、年に 

 １回は点検をし、いつでも持ち出せるところに置きましょう。 
 
  懐中電灯   筆記用具・メモ帳  スマホ充電器  補聴器・電池 

         (サインペンなど)  
          

 
                         
障害者手帳コピー  健康保険証   現金(小銭)     生理用品 

                                    

 

  ヘルメット・防災ずきん  処方薬   ラップ   使い捨てカイロ 
               

                             
 
  ビブス・バンタナ  非常食    飲料水   ティッシュペーパー 
                         トイレットペーパー 

                          

            

  ナイフ   スプーン・はし     軍手      マスク 
                 
 
 
 ウェットティッシュ  防災シート    ビニール袋  リュックサック 

 

                             

社会福祉法人長野県聴覚障害者協会 
長野県聴覚障がい者情報センター 

聴覚障害者防災ハンドブック 
・聞こえない人向け
・支 援 者 向 け 

(ｱﾙﾐﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ) 

聴覚障害者防災ハンドブック


